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行方への関心の高まり 反映して、「経済発展（Ｏ１） 」に分類される論文がもっとも多かった。また、経済の急成長は体制移行によって実現されてきたこ と、そ 陰で所得格差の存在も大きな問題になっていることから、移行や制度に関わる「比較経済体制（Ｐ５） 」や、地域格差に関わる「地域経済学全般（Ｒ１） 」の研究も多い。格差に関しては、労働市場 性質や最低賃金とも深く関係していため、 「個別労働市場（Ｊ４） 」や「労働（Ｊ５） 」の論文も多い。このような成長や移行、格差をめぐる研究は従来から多く、中国経済研究はこれらのテーマを軸としながら発展してきた（関連報告⑤） 。　
成長はまた、対外開放を通じた













アナーバーのミシガン大学近くで開催された。本大会では、四～五本の論文を含む三〇のセッションが立てられたほか、中国経済や自動車産業等に関するキ ノート・スピーチも行わ 。スピ カーには、国務院発展研究センターの趙昌文博士や、ゼネラルモーターズ（ＧＭ）のムスタファ・モハタレム博士らが招かれた。セッションの運営は通常の学会と同じで、論文報告のあと、討論者（ディスカッサ ト）によるコメント 質疑応答が続く。中国経済研究 ばかりが朝から夕方まで丸二日間集う大会のため、多 研究者とじっくり交流することができた。⑶アジア研究学会（ＡＡＳ）　
ＡＡＳは一九四一年に設立され
たアメリカ最大のアジア研究学会で、同会のウェブサイトによる現在約八〇〇〇人の会員を擁 。シカゴ 開催された年次 会（三月二六～二九日）では、三二二のセッションが立てられた。なお、本大会での議論がきっかけとなて、アメリカを中心とし 日本研究者らが「日本 歴史家を支持する声明」を五月五日に発表したことは話題となった。　
大規模な大会ではあるが、経済









































以下は「日本」 「東南アジア」 「南アジア」 韓国 の順であった。国・地域ごとの研究の重要性 衰えることはないが、グローバル化の進展によって複数 国・地域を対象とす 研究の重要性も高まっている。大会開催中、学会理事等を務めたトーマス・ロウスキー教授（ピッツバーグ大学）に学会運営に関する話を伺ったが、学会としても、様々な地域の研究者が交
流できるようなセッションづくりを目指しているとのことであった。　
第三は、セッション全体として
の議論が盛り上がりやすい点だ。ＡＥＡ等の経済学系の大会では、セッション単位での応募より、個人単位での応募が多いため、報告論文を跨いだ議論が起こることは少ない。しかし、本学会ではセッション単位での応募が前提 ため、報告者がお互いの研究成果をよく理解していることもあり、セッション単位での議論も成立しやすい。個人で応募 にくいと うデメリットもあるが、 セッションと てのまとまりが本学会の特徴の一つだ。　
一つの国・地域のことを理解す

















.nber. org/ ］より） 。フェロ
ーになると、経済研究を推進するための各種リソースが利用可能となる。　
ワーキング・グループの一つに、
ハンミン・ファン教授（ペンシルベニア大学＆ＮＢＥＲ）がリ ダーを務める中国経済グループがある。ＮＢＥＲが注力するアメリカ経済研究以外で、特定地域のリサーチ・プログラムあ いはワーキング・グループがあるのは中国だけだ。今回は四月一〇～一一日に開催された研究報告会に出席した。年二回開催されるミーティングの一つである。二日間にわたって、査読を通過した一〇本の論文が報告された。各論文に一時 が割り当てられていたため、学会のセッションよりも、十分な時間がコメントとフロアとの議論に てらていた。
⑵社会科学研究評議会 （ＳＳＲＣ）　
一九二三年設立の独立・非営利



































 木村公一朗「アメリカの地域研究：中国経済研究 立場から」（ 『アジ研ワールド・トレンド』第二三四号、二〇 五年） 。
②




 ――「アメリカの中国 コミュニティ」海外研究員レポート（二〇一五年五月） 。
⑤
 ――「コア・ジャーナルに見る中国経済研究」 （ 『アジ ワールド・トレンド』第一九八号、二〇一二年） 。
